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立石寺根本中堂笹‖本尊薬師畑来

盛大な法要

清原正田住職 御本尊の御厨子

立石寺根本中堂

御
本
尊
薬
師
如
来
様
へ

心
よ
り
感
謝

立
石
寺
買
主
　
清

原

正

田

平
成
２５
年
は
、

御
本
尊
薬
師
如
来

様
５０
年
に

一
度
の
御
開
帳
と
山
寺
御

開
山
慈
覚
大
師
円
仁
様
の
御
遠
忌

（亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
千
百
五
十
年

区
切
り
の
御
法
要
）
を
迎
え
、

山
寺

に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

薬
師
如
来
様
は
、

秘
仏
と
し
て
厨

子
の
内
に
安
置
さ
れ
、

そ
の
扉
は
開

山
慈
覚
大
師
様
の
５０
年
毎
の
御
遠
忌

の
時
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

桂
の
木
で
制
作
さ
れ
　
座
高

は
‐３５

側
ｏ
″し
つ
か
り
と
目
を
開
き
、

お
参
り
す
る
人
々
を
見
守

っ
て
下
さ

り
ま
す
″
凛
々
し
く
威
厳
の
あ
る
立

派
な
お
姿
は
、

参
拝
者
を
魅
了
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

そ
の
御
利
益
は
身
体

堅
回
、

災
難

・
厄
除
け
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

多
く
の
御
縁
を
結
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

期
間
中
は
全
国
各
地
よ
り
３５
万
人

を
超
す
皆
様
に
御
参
拝
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

地
区
内

外
の
皆
様
よ
り
御
開
帳
並
び
に
関
連

の
協
賛
事
業
に
お
力
添
え
を
戴
き
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、

東
北
の

霊
場
山
寺
、

宝
珠
山
立
石
寺
と
し
て

山
寺
地
区
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参

り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
合
掌



〃

〃

平成25年度 山寺小,中学校の児童・生徒数」ヽ学校58人(男31人、女27人)中 学校27人(男9人、女18人)

幸福の鐘建立

阜
為
汀
や
強

雅 な  稚

御
開
帳
協
賛
記
念
事
業
実
行
委
員
会

▲重

石

川

進

一

（山
寺
地
区
振
興
会
長
）

山
寺
地
区
の
皆
さ
ん
、

宝
珠
山
立
石
寺

さ
ん
の
ご
支
援
の
も
と
、

意
義
深
い
多
彩

な

「宝
珠
山
立
石
寺
御
本
尊
薬
師
如
来
御

開
帳
協
賛
記
念
事
業
」
に
山
寺
地
区
挙
げ

て
取
組
み
、

実
施
で
き
た
事
に
心
か
ら
感

謝
し
、

共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

北

は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
ま
で
の

３５
万
人
を
超
す
方
々
か
ら
ご
参
拝
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、

開
山
以
来
培

っ
て
き
た

山
寺
の

「魅
力
」
の
賜
で
す
。

今
後
と
も
地
区

の
諸
活
動
に
邁
進
し
、

「山
寺

の
魅
力
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
し

卜ふ
力うノ。

①千羽鶴の奉納
②幸福の鐘建立

③開開法要
④稚児行列

⑤御詠歌奉納
⑥日枝神社山王祭 5月 17日

②林舞楽奉納  5月 25日

4月 2日  ⑥ タイムカプセル奉納
4月 7日 5月 26日

4月 27日 ③ 立石寺の無料案内
4～ 5月

①結願法要 5月 31日

門前町に長蛇の参拝客

山寺っ子、タイムカプセルに想いを託す

各町内の堂宇で法要 磐司祭

稚児117名が勢揃い



平成26年1月1日現在 山 寺戸数439戸 総 人口1,332人 (男641人 女 691人)市 続計より

①四寺廻廊  6月 13日

C,全国俳句大会 7月 14日

①磐司祭   8月 4日

C野点・記念殿公開トーク
10月20日

⑤特別御開扉

10月20日-26日

稚児行列を祝う住職さん

願いを込めた2万 羽の折 り鶴奉納 山形市あげて支援

古式ゆかしく林舞楽奉納

ル
択

務
当
れ
ぞ

姥
場
が
継
掛

才

酵

Ｆ

た

。

花
多
捻

丑
判
ふ

せ
辞

と

〕
者

の

す
と臼
、ア

ｒ
，
ｋ
。

千

〕行

ル

甲

けヽヽ

称
■ ‐ ■■1擦最 ト

〈参拝者からの声〉

A delightful place to see for a

foreigner to have a taste of the
‖
9ood old days l・

Thank you for the guided tour.

VVonderful origanli swans aiso l

Philip frorn London

訳 :音の風情を味わえる素散な所です1

ガイドして頂しヽてありがとうこざしヽました。

素情らししヽ白鳥 (鶴)の 折紙も。

25513 フ ィリップ ロンドンより

〈参拝者からの声〉御詠歌奉唱の皆さん 山寺行啓記念殿公開 トーク



・天童市 1週間断水 。大雨で西川浄水場「経験ない濁度」(H25 722)
・伊豆大島で台風による土石流発生(H25.10.17)

祝 ふぅが20周 年十
六
羅
漢
像

女
声
合
唱
団

「ふ
う
が
」
、

ゲ
ス
ト
演
奏
に
、

オ
ペ
ラ
歌

手
藤
野
先
生
、

ネ
イ
ビ
ー
＆

ア
イ
ボ
リ
ー
下
地
さ
ん

（沖

縄
出
身
）
と
豪
華
に
揃
い
、

結
成
２０
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー

ト
・。
地
元
の
男
性
も
協
賛
出

演
。

会
場
（山
寺
風
雅
の
国
）

を
埋
め
尽
く
し
た
聴
衆
の
皆

さ
ん
と
の
合
唱
は
宝
珠
山
に

餅
し
た
。

記
念

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
″

山

寺
の
も
う

一
つ
の
魅
力
″
合

唱
団

「ふ
う
が
」
に
ふ
さ
わ

し
い
盛
大
な
も
の
だ
っ
た
。

『山
寺
状
只
松
本
笑
軒
著
の
手
習

い
本
、

享
保
十

一
年
、　

一
七
二
六
）

に
載

っ
て
い
る
立
石
寺
絵
図
（図
１
）

の
天
狗
岩
近
く
に

「十
六
羅
漢
像
」

が
祀
ら
れ
て
い
る
と
記
る
さ
れ
て
い

フつ
。天

狗
岩
近
く
の
洞

（写
真
１
）
を

探

っ
た
と
こ
ろ
、

石
像

（写
真
２
）

が
見

つ
か
っ
た
。

素
朴
な
造
り
の
羅

漢
像
と
見
え
る
。

羅
漢
像
は
禅
宗
の

寺
院
で
大
切
に
祀
ら
れ
る
仏
像
だ
が
、

天
台
宗
で
は
そ
う
多
く
は
な
い
。

何
故
に
、

け
わ
し
い
天
狗
岩
の
洞

に
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、

何
時
の
時

代
の
像
か
、

こ
れ
か
ら
の
詳
し
い
調

査
が
待
た
れ
る
謎
多
い
、

貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
。

写真2

写真 1

伊
澤
貞

一
氏
か
ら
の

山
寺
開
山
二
部
作

こ
よ
な
く
山
寺
を
愛
し
た
伊
澤
貞

一

氏
は
、

昨
年
九
月

「山
寺
の
白
山
さ
ま
」

を
上
梓
な
さ
れ
た
。

祖
父
伊
澤
三
右
衛

門
栄
次
翁
の

遺
志
を
継
ぎ
、

山
寺
の
語
り

部
に
貴
重
な

本
を
遺
し
て
　

ヽ

頂

い
た
。

こ
れ
で
、　

　
や

開
山
以
前
の
　
キ
．
、一μ

キ大
部
∬
付
堂
上
人
百
を
貝
義
め
彰
〈全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
功
労
者
〉

遠
藤
　
正
明

（南
　
院
）

県
知
事
表
彰
・山
形
県
県
土
づ
く
り
感
謝
状

追
分
花
壇
愛
好
会

山
田
　
桂
樹

（中
地
蔵
）

感
謝
状

〈山
形
県
補
導
連
絡
協
議
会
〉

遠
藤
比
呂
美

（中
地
蔵
）

山
形
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
名
誉
賞

山
寺
地
区
振
興
会

・
追
分
花
壇
愛
好
会

表
彰
状

〈山
形
市
総
合
福
祉
大
会
・
民
生
委
員
〉

増
子
　
健

一

（所
　
部
）

石
川
　
一麗
子

（中
地
蔵
）

感
謝
状

〈山
形
ご
み
減
量
推
進
功
労
者
〉

布
施
　
勇
治

（地
蔵
堂
）

感
謝
状

〈山
形
市
有
林
管
守
者
〉

武
田
久
之
進

（所
　
部
）

少
林
寺
拳
法
世
界
大
会
イ
ン
大
阪

ジ
ャ
パ
ン
大
会
〈大
阪
府
〉

山
寺
小
五
年
　
後
藤
　
翼
斗
（馬
　
形
）

「遊f山限つて素敵ね !」

春の市民Aイ キング

軸勢綻靱係ごヽ
車が

二
部
が
揃

っ
　

　

　

ン

た

。
ミ
ニ
情
報

甲
燃
品
銘

◎
山
形
市
消
防
署
高
楯
出
張
所
に
救
急
車
配

備
。

今
ま
で
よ
り
５
分
程
短
縮
。

◎
最
上
義
光
公
没
後
４００
年
記
念
事
業
開
催
。

薪
能
で
は
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の

「松

山
能
」
が
上
演
さ
れ
た
。

◎
い
ち
早
＜
、

猿
の
接
近
を
電
波
で
探
知
し
、

被
書
を
く
い
止
め
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
山
寺
支

所
前
に

「
テ
レ
メ
ト
リ
発
信
器
」
が
新
設

さ
れ
た
。
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・2020年東京五輪開催決定に日本中が喜びに沸く!!
・ソチ五輪 ・パラリンピックに山形より加藤条治選手、ウィリアムソン師円選手、太田渉子選手出場!!

男ヽ
ん

（川
原
町
）

昭
和
十
六
年
二
月
十
二
日
生

子
ど
も
の
頃
、

菓
子
作
り
を
手
伝

っ
た
こ

と
が
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。

そ
れ
で
家
業
を

継
ぐ
こ
と
を
決
心
し
た
と
話
す
恒
男
さ
ん
。

そ
の
後
、

旅
篭
町
の
老
舗
に
住
み
込
ん
で

丁
稚
奉
公
。

当
時
、

小
遣

い
は
月
５００
円
。　

一

番

の
楽
し
み
は
映
画
鑑
賞
で
、
１
回
の
料
金

は
２５０
円
だ

っ
た
と
思
い
出
を
語
る
。

菓
子
作
り
の
腕
は
、

メ
キ
メ
キ
上
達
し
、

５
年
で
丁
稚
奉
公
が
開
け
、

実
家

へ
戻

っ
て

菓
子
作
り
に
励
む
。

お
や
じ
は
根

っ
か
ら
の

職
人
肌
で
、

息
子
が
作

っ
た
菓
子
を
め

っ
た

に
褒
め
て
は
く
れ
な
か

っ
た
。

め
げ
ず
に
頑

張

っ
た
。

親
ゆ
ず
り
の

″も
ろ
こ
し
″
″金

つ

ば
″
を
山
寺
名
物
と
し
て
受
け
継

い
で
き
て

い
る
。

平
成
１３
年
か
ら
３
年
間
、

山
寺
観
光
協
会

長
と
し
て
、

視
察
し
た
京
都
の
清
水
寺
商
店

会
の
町
並
み
に
と
提
唱
。

山
寺
門
前
町
商
店

会
長
と
し
て
は
、

宮
城
県
民
と
の
交
流
を
願

い

「か
が
り
火
芋
煮
会
」
の
発
足
に
力
を
入

れ
た
。

現
在
は
、

立
石
寺
自
衛
消
防
団
指
令
長
と

し
て
、

後
輩
指
導
の
中
核
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
。

祈
る
、

身
体
堅
固

・
商
売
繁
盛
。

和菓子を作つて

60年  く商正堂〉

お
め
で
と
う

金
婚
翌
ぬ

夫
妻

（中
地
蔵
）

矢

萩

義 菊

子 雄

増

子

信 曽

子 一

夫
妻

（地
蔵
堂
）

」

お
誕
生

お
め
で
と
う
党
口
控
　
十

平
成
二
十
五
年
生
ま
れ

〈所
部
〉

・
増
子
　
覚
氏
次
女

心
　
愛
　
さ
ん

〈南
院
〉

・
佐
藤
宏
幸
氏
三
男

優
　
真
　
さ
ん

〈宮
崎
〉

・
久
保
田
卓
也
氏
次
男

杉
　
史
　
さ
ん

「子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

明
る

く
住
み
や
す
い
山
寺
を
つ
く
る
」
た
め
、

各
町
内
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
次
の
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。

＊
　
生
活
環
境
整
備
等
の
た
め
の
県
や

市

・
警
察
等

へ
の
要
望
活
動

＊
　
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
大
会
や

文
化
祭
等
の
開
催

＊
　
「高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
集
い
」
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
等
高
齢
者
と
の
交

流
の
場
の
提
供

各
町
内
会
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

振

興
会
役
員
が
次
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
た
。

△不
　
長
　
石
川
　
進

一

（中
地
蔵
）

副
会
長
　
水
野
　
　
徹

（川
原
町
）

滝
口
　
君
雄

（声
　
沢
）

執
行
役
員

布
施
作
治
電
蔵
善
　
矢
萩
清
和
範
蔵
善

柏
倉

一
弥
（宮
崎
）

滝
口
　
昇
（声
沢
）

伊
藤
英
夫
（南
院
）

小
笠
原
政
夫
（馬
形
）

武
田
恒
雄
（所
部
）

後
藤
武
平
年
手
母

武
田
憲
士
牢
手
母

酵
Ｅ　
事
　
後
藤
　
勝
正

（千
手
院
）

佐
藤
　
恒
也

（芦
　
沢
）

鶴冒器晃羅散名名宮督冨冒声祷南絡僚欝償羅轟馬鶴事
山  蔵 員 堂 し  崎   沢  院  さ  町 林  形 て 院

長
V 当V 箕V 字

湊
V 賢

軍P V 電
V 博

享異
V t 籐V 阜V

殿  殿  殿  殿 殿  殿 殿 殿  殿  殿 殿 殿  ゑ 殿  殿
殿

平
成
二
十
五
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

小
笠
原
モ
ジ
殿

遠
藤
　
一二
郎
殿

新
関
　
茂
子
殿

布
施
ミ
ド
リ
殿

原
田
　
貞
雄
殿

伊
澤
　
貞

一
殿

布
施
　
き
ほ
殿

森
谷
と
み
ゑ
殿

布
施
　
榮
義
殿

佐
藤

ハ
ル
ノ
殿

- 5 -



中は■ら,3判口何と
山
寺
小
中
学
校
の

「磐
司
太
鼓
」
が
、

東
北
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
山
形
大
会
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、

大
会
実
行
委
員
会

か
ら
の
依
頼
で
出
演
。

１１
月
７
日
大
会
当
日
、

テ
ル
サ
ホ
ー
ル

で
の
演
奏
は
、

満
場
か
ら
賞
賛
の
拍
手
を

頂
い
た
。

〈生
徒
達
の
声
〉

★
東
北
各
地
の
多
く
の
先
生
方
に
山
寺
の

民
俗
芸
能
を
観
て
い
た
だ
い
て
良
か
っ

た
。

★
あ
る
教
頭
先
生
か
ら
は

「中
学
生
ら
し

い
使
命
感
を
持
っ
て
、

民
俗
芸
能
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
動
し
た
」
と
感

想
を
い
た
だ
い
た
。

昨
年
１０
月
２９
日
、

山
寺
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
は
、

日
本
画
家
福
王
寺

一
彦
先
生
か
ら
直
接
絵
の
指
導
を
受

け
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の

企
画
は
文
化
庁

の

『
子
ど
も
夢

・

ア
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

（芸
術
院
受
賞

作
家
よ
り
直
接
指
導
ぎ

に
選
ば
れ

実
施
さ
れ
た
。

当
日
、

福
王
寺
先
生
は
ご
自
分
の

感
動
を
描
い
た
作
品
を
も
と
に
絵
の

見
方
、

ま
た
感
動
を
絵
に
表
現
す
る

実
技
指
導
を
な
さ
れ
た
。

先
生
の
静
か
な
、

ゆ
っ
た
り
し
た

語
り
か
け
の
中
で
、

自
分
の
感
動
を

絵
に
仕
上
げ
て
い
く
実
体
験
は
、

子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

一
時
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

創
設
１０
周
年
を
迎
え
た

「か
じ
の
木
子

ど
も
ク
ラ
ブ
」
は
、

山
寺
小
中
学
校
の
皆
さ

ん
に
歓
迎
さ
れ
、

１２
月
１
日
か
ら
山
寺
小

中
学
校
の
校

合
に
移
っ
た
。

‐２
月
９
日

に
、

市
川
山

形
市
長
さ
ん

を
お
迎
え
し
、

児
童
生
徒
に

校
舎

へ
の
移

転
を
披
露
。

和
や
か
に
祝

い
を
し
た
。

「し
ず
く
‐８
号
」
は
御
開
帳
が
記
憶
と

記
録
に
残
る
よ
う

妊
い併
せ
て
御
参
拝
い

た
だ
い
た
皆
様
に
遍
く
ご
利
益
が
授
か

る
よ
う
祈
念
し
編
集
し
ま
し
た
。

「山
寺
ふ
る
さ
と
便
り
　
宝
珠
の
し

ず
く
」
創
刊
、

そ
の
後
編
集
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
伊
澤
貞

一
さ
ん
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
、

ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

新
関
　
孝
夫
　
ｏ
布
施
　
晶
嗣

笹
原
　
水ヽ
吉
　
　
後
藤
　
　
久

石
川
　
進

一　
　
】込
藤
ま
き
子

毎年発行予定 ・保存しておきましょう。


